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第 11回国際試験水槽会議の 概要
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　造船協会 で初め て 主催した 国際会議で ある第 ll 回国

際試験水槽会議も無事全 日程 を終了した の で ， と りあ え

ず こ こ に その 概要 を 報告す る 。

1 会議へ の参加者

　 外国 よ りの 参加者は Prof．　Fink，　Mn 　Halliday （t ＿

ス トラ リ ヤ ），
Dr ．　Kretschmer （オ ース トリ ヤ ），　 Prof．

Aertssen（ベ ル ギー），Mr ．　LeQne ，
　Prof、　Rosa （ブ ラ ジ ル 〉，

Mr ．　Mathews （カナ ダ），
　 Pro£ Prohaska （デ ン マ

ーク），

Cdr ．　 Bindel
，
　 Adm ．　 Brard

，
　 Adm ．　 Dieudenn6

，
　 Mr ．

Jourdain，　Mr ・Roy （フ ラ ン ス ），　 Pro£ Amtsberg ，　Prof．

Kruppa，　Prof．　 Lerbs，　 Mr ．　 Rader ，　Dr．　 Schmiechen，
Pro£ Schuster，　Dr ．　 Schwanecke ，　 Mr ．　 Thieme ，　Prof．

Weinblum
，
　Prof．　 Wieghardt （ドィ ッ ），

　 Mr ．　 Munaf
，

Mr ・Said （イ ン ドネ シ ヤ ），
　 Gen。　Battigelli，

　 Prof．　Gas −

tagneto ．　 Cdr ．　 Ferrauto，　 Cdr．　 Maioli （イ タ リヤ ），

Pro£ Cho
，
　 Prof．　 Hwang

，
　 Prof．　 Kim （韓国），

　 ProF

GeriitSma
，
　Ir．　Lap

，
　 Ir．　 Meijer

，
　Prof　 van 　Lammeren

Prof．　 van 　 Manen
，
　 Dr．　 Wereldrna（オ ラ ン ダ ），

　 Prof．

Lunde （ノ ル ゥ z − ），
　 Mr ．　 Batoon （フ ィ リ ッ ピ ン ），

Prof．　Mazarredo （ス ペ イ ン ） ， Dr，　 Edstrand，　 Mr ．　 C．

A 。Johnsson，　Mr ．　Lindgren
，
　Mr ．　Norrbin

，
　 Mr ．　Step−

hamson（ス ウェーデ ン ），
Prof．　Firsoff

，
　Mr ，　SadovnikQ鉱

Mr．　Shpakoff，　Pro£ Tito民 Dr．　Voznesscnsky （ソ連），

Mr ．　Burt
，
　Mr ．　 Conelly

，
　Mr ．　Crago

，
　Mr ．　Dawson

，
　Mr ．

Goodrich
，
　Dr．　 Hurst

，
　 Mr ．　 Lackenby

，
　 Mr ．　 Siverleaf，

Mr ．　Vosper （イ ギ リス ），
　 Prof．　Abkew 　itz，　Prof．　 Breslin，

Prof．　 Coueh
，　 Dr ．　 Cummins ，　 Mr ．　 Eisenberg，　 Capt 。

Ela
，
　Mr 。　 Mr ．　Gertler

，
　 Mr ．　 Hadler

，
　 Dr ．　 Hoy ち Mr ．

V ・E・Johnson，　Dr．　Kaplan，　Prof．　Landweber ，
　 prof．

Lewis
，　 Dr．　 Morgan ，　 Gapt．　 Obermeyer

，
　 Dr ．　 Ochi

，

Prof．　 Silberman
，
　Mr ．　 Suarez

，
　Prof．　 Wehausen

，
　 Prof．

Johnson，　 Cdr ・Willkins（米国）の 82 名， 日本か らは

代表 29 名，オ ブザ ーバ ー 47 名が参加 した 。

tive　Committee が開催され ，　 H 日の General 　 Session

の 議事や会議全体の 運営に つ い て 討議決定され た。出席

者は Brard 委頁を除 く委員全員で ， 木下委員長 ，
　 Silverl・

eaf 副委員長，　 Battigelli，　 Couch ，　 Lerbs，　 Prohaska ，

Voznessensky 各委員 と横尾，　 Goodrich両幹事 で あ っ た。

　10 月 ll 目 の 午前中に は ，　 Resistance，　 Performance

？ropeller ，　 Cavitation，　 Seakeeping，　 Manoeuvrability
，

Presentation
， の 7 つ の Techn 三cal 　 Committee が 同時

に 開催され ， 各 Technical　Session　lこ お け る報告方針そ

の 他 に つ い て 話 し合 い が持た れ た 。

　会議 に 対す る登録 は 13 時 30 分 よ り行 な わ れ ， 14 時

30 分か ら開会式が始ま っ た 。 まず ， H本組織委員会委

員長 の 山県博士 の 開会 宣言 お よび 挨拶が あ り，
Executive

Gommittee の Chairman で あ る木下博士 の 挨拶 が続 き ，

出席者 を 代表 し て の van 　Lammeren 教授の 答 礼 の 挨 拶

を も っ て 開会式 を終了 した 。少憩の 後 generaL　 Session

に移 り， 木下委員長 に よ り Executive　 Committee の

Reportが読まれ た 016 時 30 分 に は Technical　Session，
Group 　 Discussion の Chairmen

，
　 Technical　Committee

の （】hairmen
，
　 Secretariesと Executive　Committee と

の 打合 わ せ 会議 が 持た れ ， 会議の 運営に 関す る意見の 統

一を 図 っ た 。

　10 月 12 日の 午前よ り　17 日の 午前まで は ，
15 日

（土 ）， 16 日 （日） の 両 日 を 除 き ，
7 っ の Technical

1　・・… m ・n ・ ep … er　 l　 s・ c・e・ar ・

2 会 議 の 概 要

10 月 10 日 に は こ の 国際会議 を 運営主催す る Execu 一
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Sessionが 半 日単位で 開催 され た 。 まず ，
　 Technical　Co −

mmittee の chairman が 約 1時間 で （】ommittee 　Report

の 概略説明を 行 な い ， Committeeの 示 した Recommen −

dationsに 関連 した議論が これ に続 き ， そ の 他の 報告 ，

討論が あ っ て ，
Se聞 ion が 終 っ た 。各　Technical　Sessionの

Ghairman
，
　 Secretary は 前頁 の 表 の とお りで あ っ た 。

　17 日の 午後と 18 日の 午前の Group 　Discussionは そ

れ ぞれ 2会場 に 分れ て 行な わ れ ， そ れ ぞれ の 項 目に 対 し

て，Chairman の 指名 した 者が opening 　statement を読

み 上 げ ， 以後それ に 関連 して の 活発 な 討論 が行なわれ

た 。 4 つ に分れ た グ ル ープの chairman と題 目は

　1−A　Mr ．　A ．　Silverleab　 1）模型試験 ｝こ お け る 自動

　　　　記録お よ び解析　2）異常推進法

　1−B 　Prof．　R ，　B．　Couch　l）模型試験お よび船 の 設

　　　　計 に お よ ぼすそ の 影響 2） 造 波抵抗理 論 の 実

　　　　用 上 の 重要性

　 2−A 　 Pro£ W ．　P．　A ，　 van 　Lammeren 　1）新施設 で

　　　　 の 経験　2）新 し い 種類の 実験技術

　2−B 　V ．Ad 皿 ．　R ．　Brard　1）耐航性実験 の 目的

　　　　2）尺度影響問題の 実用的重要 さ
’

　 15 日に は，船舶 技術研究所 の 主 要 研究施設 の 見学が

行なわれ ，
18 目の午後に は，各 Technical　 Committee

の 会合が持た れ た 0

　 20 日の General　Sessionの 議題は，　 Executive　Com −

mittee 　Report の 討論 と ， 各 Technical　 Committee の

Decision お よび Recommendations を決定す る こ とで

あ り， 種 々 議論 の 結果決定 され た 主 な 事項 は

　 （1）Executive　Comm …ttee の 新 しい rncmber と して

　　 次の 8 入が選ばれ た 。 すなわ ち，
Gen ・Battig．elli ，

　　 Dr ．　 Cummins
，
　 Adm ．　 D ｛eudenn 壱，　 Dr ．　 Kinoshita。

　　 Prof．　 Lcrbs
，
　Prof．　 Prohaska

，
　Mr ．　 Silverleaf，　 Dr．

　　 Voznessenskyで ， 定め に よ り，
　 Gen ．　 Battigelliが

　　 Chairman
，
　 Dr 。　 Kjnoshita が Vice−Chairman と

　　 な る。

　 （2） 7 つ の Technical 　Committee が 任命 され ， 下記

　　 の 仕事 の 範囲で ， 第 12 回国際試験水槽会議 ま で 務

　 　 め る こ とに な っ た。

　　 （i） Resistance　 Committee 　 船の 抵抗の 根本問

　　　 題 ， 抵抗の 各成分 と その 関係に 注意を払 っ て 。

　　 （ii） Performance 　Committee　 船 と 模型 の 推進

　　　 性能の 相関関係 に影響す る諸問題 。

　　 （iii） Propelier　Gom 興ittee　 プ ロ ペ ラ に 関す る諸

　　　問題 ， プ ロ ペ ラ   非定常力 と その 影響を含ん で 。

　　 （iv） Cavitation　Comnittee　 模型試験法 に 影響

　　 するキ ャ ビ テ ーシ ョン 現象 。

　 （v ） Scakeeping　Comm 三ttee　 船の 耐航性 に 関

　　 す る諸問題，と くに 模型試験法に 関連して 。

　 （vi ） Manoeuvrability　Committee　 船の 操縦性

　　 能 に 関す る諸問題， と くに 模型試験法 に蘭連して 。

　 （Vii ） PreSentatiOn　COmmittee 　 船お よ び 模型資

　　 料の 表現法 。　
・

（3） T ・ ch ・i・a19 ・mmitt ・・ の 新レV・平
・ mbe ・ が 下記

　　 の よ うに 指名 され た 。 （敬称略 ， ア ル フ ァ ベ ッ ト

　　 順）

　　（i）　ReSistance　Committee　3　Brard，　Inui，　 Land−

　　 weber
，
　Lapj　Lunde ，　Shearer，　Weinblum，　Wieg−

　 　 hardt

　　（ii） Perforrnance　Committee 　：　Aertssen，　Couch・

　　 Dawson
，
　 Graff

，
　 Jourdaln，　Lindgren，　 Shpakoff ，

　　 Taniguchi

　　（iii）　Propeller　Committee ：Breslin，　Cox ，．
Hadler ，

　　 Ito
，
　v ．　E．　Johnsson，

　schwanecke ，
1．：wereldsma

　　（iv）　Cavltation　Co 皿 nittee ： BindeI，　 Eisenberg
，

1

　　 Gorshkoff．　c ．ん Jhnsson，　 Maioli，　 van 　Manen ・

　　　Morgan ，　Rader

　　（v ）　Seakeeping　Committee ；Abkowitz，　 Crago ，

　　　Gummins ，
　Gerritsma

，
　Yamanouchi

　　（vi ） Manoeuvrability　 Committee ：Dieudonn6 ，

　　 Gertler，　Nomote，　Norrbin ，　Suarez，
Thieme

，　Vosper

　　（vii）　Presentation　Committee ：Amtsberg ，　Casta−

　　　gneto，
　Lackenby ，　Lewis，　Mazarredo ，　Nakamura，

　　　Silovic，　 Wa1derhaug

　各 Technical　Cemmittee の Decislon と Rccom 「nen −−

dations に っ い て は ， 紙数 の 関係で 省略す る の で ， 興味

の お持ちの 方は ，
い ずれ詳紳の 報告炉で ると思われ る の

で
， そ れ ま で お 待 ち下 さい 。

　20 日の General　Session終了 後直 ち に 閉会式に 移り，

Executive　Committee よ り退い た Adrn ．　 Brard お よ び

Prof。　 Gouch の 挨拶 ， 木下委員長 の 閉会 の 辞 ，　 Gen
，

Battigelliの 第 12 回国際試験水槽会議 に 対 す る イ タ リ

ヤ の 歓迎の 挨拶などで，rg　 n 回国際試験水槽会議は終

了 した 。 な お ，午後に は新 しい Technical　Commlttee が

集 っ て ， それ ぞれ の Committee の Ghairm
弓
n と Sβcre曽

tary を選出 した 。

　また ， こ の 会議に提出され た 論交は ，
Resistance 廼

28
・
P ・「f・一 ・e ｝・ll・P ・p只ρ11e三に 13

・
Ca磁tati°n に

10，Seakeeping｝t　34，　Manoeuvi’abillty に 20 で ， 合

計
’116の 多 きに 達した 6

”「「一
∵
　　ttt　

’
　　　　

、

一 36 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

報 告 37

3　 Soc量al 　 ActiVities

　会議を 成功させ るか ど うか は ， 会議そ の もの の ア レ ン

ジ も もち ろん で あ る が ，
Soeial　Activitiesの 成果も大き

く影響す る もの なの で ， これ に 対 して も相当大きな努力

が払わ れ た 。

　10 月 10 日 （月）18・OO〜 20・00 都知事 レ セ プ シ ョ ン

○

○

○

○

○

11 日 （火） 15・15〜16．30 国立博物館見物

12 日 （水）　 9・OO〜16・00 都内観光

13 日 （木） IO・00〜 14・00 茶とい け花 の 会

　　　　　 19・OO−・22・OO 晩さ ん 会

14H （金） 10・OO−u 　　　着物 シ ョ ウ と買物

15 日 （土）18・00〜20・00 船研主 催パ ーテ ィ ー

17 日 （月）　9・00〜16・00 鎌倉見物

19 日 （水）　7・50〜 20・30 目光見物

20 日 （木）19・00〜21・OO さ よ な ら IN
°
　・一テ ィ ー

た だ し ， ○印は 婦人 の み に 対するプ ロ グ ラ ム で あ っ た 。

外国婦人の 参加は 18 名 で ， 以上 の 接待は非常に 評判が

良か っ た よ うで あ る 。

4　会 議 後 の 旅 行

　会議後の 旅行と し て は A ・B2 班 が計画 され，　 A 班 は

京都 ・
奈良

・
鳥羽

・
伊勢 ・大阪 と 廻 っ て

， 日立造船の 堺

工場の 見学後東京に 引返 し ，
B 班 は 堺工 事見学後， 三 菱

h

重工長崎造船所 お よ び 船型試験場 を 見学し，雲 仙見物後

東京に 戻 っ た 。 参加 し た外人は A 班 に 26名 ，
B 班に 21

名 で ， 日本人か ら は 前者に 6 名 ， 後者 に 5名が参加 し た 。

隆 5Proceeclings

　今後に残され た大 きな 仕事 は ， 第 H 回国際試験水槽

会議 の Proceedingsの 作成 で あ っ て ， 資料 の 整 理 ，
　D 　e−

cisions と Recommendatiens の 主要国語 へ の 翻訳 な ど

の 仕事 がすん で か ら， Proceedingsの 印刷にか か る こ と

に な る 。 こ れ は か な り大変 な 仕事で あ っ て ， 日本組織委

員会の 下 に 作 られ た 印刷部会が これ に従事して い る。 予

定通 りに 仕事 が 進歩 したとし て も， 発行の 運び に なるの

は来年の 6 月頃に な る もの と思 わ れ る 。

口 本 工 業 規 格

1．確認 された 日本工 業規格 （昭和 41年 11月 1 日）

船用機関お よび付着品供給範囲

海水溢渡 標準

船舶機関部 コ イル ぱね

船舶機開部装備品

船舶機閼部要具

JISFO402
JISFO502
JISFO503
JIS　F 　7602

JIS　 F 　7701

　船用電気式プ 穉 ペ ラ 軸回転計

　電気式 ラダー
ア ン グル イン ジケータ

　船用電気式テ レ グラ フ

2．廃止 され た 日本工 業規格

　船 用蒸 気主機関の蒸 気圧 力 ・蒸気温 度お よび

　　復水器真空

JIS　 F 　 8521

JIS　 F 　8522

JIS　 F　 8523

∬SFO501

委 員 会 の 活 動

　　　　　　　造機研究委員会　（第 7S 回）

日 　時 　日召和 41 年 11月 29 日

場 所 造 船 協 会会 議 室

出庸者　矢杉委員長 ほか 13名
議題および決蹴

　1．主軸 RPM の 径年低下 （タービン 船お よびヂ冖ゼル 船）

　2． 1缶半方式の 主お よび補助ボイ ラの 蒸気条件 と容量

　3．外部緩熱器 の 使用実績 と問題 点並びに使 用機器

　4．そ　　の 　　他

　　　　　　　艤装研究委員会　（第 5D 回）

日 時 昭和 41年 8月 19， 20日

場 所 石川島播磨重工業 株式会社 豊州綜合事務所ホール

出席者 　原 田委員長ほ か 60名
繕 題お よび決議

　日本海事協会　鋼船規則 に対 す る質疑応答

　自由討議題 目

　ピール ス テ ィ ッ クエ ン ジン につ い て

石 川島播磨重工業株式会社相生工場　藤　田

　　　　　　　艤装研究委員会　（第 51 回）

日　 時　昭和 41年 10月 26，27 日

場　所　日本鋼管株式会社　清水 造船所

出席者　原 田委 員長 ほ か 50名 （20造船所 ）

蹴題お よび決靆

　1。主機お よび軸系関係

　（1） 主機船内塔載後運転始めまでの 防錆処置

寛

（2） 大型船の ス タ ソ チ ＝
一ブ リグナ ムバ イ ターの 異状摩耗

につ い て

　（3） プ P ペ ラ設計につ い て

　（4 ） ス P 一ブ ボー一リン グにつ い て

い て

2 ．補 機　関 係

　（1） 機器類メ ・一カー保証の 範 囲につ い て

　3．　運転検査 関係

　（1）　タ ン カ の 特有機器 （カーゴ オ イル ポン プ，

（5 ） 船尾軸 の テ冖パ 部の FRETTING 　CORROION 　eCr）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

バ
ッ タ ウ ォ
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